
住民の利益をまもり、
「住民こそ主人公」の

あきる野市政実現をめざして !
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規
模
開
発
計
画
に

制
さ
れ
る
傾
向
が
あ
る

都
立
秋
川
高
校
は
平
成
十
二
年

に
閉
校
に
な
つ
た
後
、平
成
十
九
年
　
と
し
て
、強
力
な
誘
致
活
動
が
不
可

欠
と
し
て
い
ま
す
。

二
月
ま
で
三
宅
小
・中
・高
校
の
臨

町
分
校
と
し
て
活
用
さ
れ
ま
し
た
。
　
　
例
え
ば
法
人
市
民
税
・固
定
資
産

そ
の
後
東
京
都
が
ア
ス
リ
ー
ト
　
税
の
十
年
間
の
減
免
、上
下
水
道
代

貧
成
施
設
を
計
画
し
ま
し
た
が
断
　
金
の
割
引
な
ど
、
か
な
り
思
い
切
っ

小
。
跡
地
の
土
地
利
用
は
、
あ
き
る
　
た
措
置
を
講
じ
る
必
要
が
あ
る
と

コ
市
の
意
向
を
受
け
止
め
な
が
ら
　
し
、誘
致
活
動
の
た
め
に
専
任
の
職

員
を
配
置
す
る
な
ど
で
す
。

利
た
な
有
効
活
用
を
検
討
す
る
旨

‘東
京
都
が
表
明
し
て
い
ま
し
た
。

２‐
億
円
の
血
税
使
っ
て

あ
き
る
野
市
は
検
討
委
員
会
を

富
士
通
誘
致
し
た
市
長

ノく
り
、秋
川
高
校
跡
地
だ
け
で
な

自
井
市
長
は
秋
川
市
長
の
時
、富

、ヽ跡
地
を
中
心
に
七
十
七
・七
ヘ

士
通
誘
致
の
た
め
に
様
々
な
優
遇

ノタ
ー
ル
も
の
大
開
発
計
画
を
立

措
置
を
講
じ
た
こ
と
が
明
ら
か
で

、ま
し
た
。

す
。造
成
費
、道
路
工
事
費
、周
辺
植

企
業
誘
致

の
た
め
　
　
　
　
樹
費
、
上
下
水
道
工
事
費
、
浸
透
貯

様

々
な
優
遇
措
置
計
画

　

留
槽
設
置
費
、な
ど
総
額

平

一
億

円
に
も
な
り
ま
す
。

計
画
で
は
近
年
の
景
気
低
迷
に

よ
り
、企
業
の
設
備
投
資
が
抑
　
　
し
か
し
富
士
通
か
ら
の
税
収
は
、

口　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
当
初
と
大
き
な
見
込
み
違
い
で
、法

″
　
姉
肺
鵬
臓
れ
顔
ぃ
る
　
　

一
動
一
摯
『
幹
讐
¨
副
』
は
緑
崚

開
発
優
先
の
失
敗
を

繰
り
返
す
な

臼
井
市
長
は
自
民
党
の
市
長
と

し
て
、
開
発
優
先
を
繰
り
返
し
、
失

敗
に
終
っ
て
い
ま
す
。

あ
き
る
野
市
の
財
政
難
の
最
大

の
原
因
は
、土
地
開
発
公
社
の
作
っ

た
借
金
で
あ
り
、
そ
の
責
任
者
は
自

井
市
長
で
す
。

市
民
に
陳
謝
す
る
こ
と
な
く
、
ま

都
　
　
　
　
た

責ヽ
任
も
取
ら
ず
見
通
し
の
な
い
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たばた あずみ
わが家では風呂掃除はむすこの、雨戸

の開け閉めはむすめのお仕事(ちびは見習い中)。

お仕事を頼むにあたって、わたしは考えました。

「お仕事と決めたからには任せる。やらなかっ

たらあきらめるまで !」

言うは易し行うは難き。「やってね」「やった

の ?」「ちゃんとやって !」言い出したら止ま

らず、言われるほどに嫌になり…。

これじゃだめだ !と 再宣言。「おまかせしま

すからね、よろしく !」はたして、雨戸は登校

直前にあわてて開けら

れ、お風呂は入る前に

？
・
　
？
・
　
？
・
　
？
・
　
？
・

ミ
ユ
．‐Ｌ
「
計

い
ま
太
宰
治
ブ
ー
ム
だ
。
私
も

若
い
と
き
、好
き
な
読
書
の
う
ち
、

大
開
発
で
、新
た
な
借
金
を
作
る
こ

と
は
許
さ
れ
ま
せ
ん
。

ま
た
失
敗
を
繰
り
返
さ
な
い
た

め
、産
業
系
の
企
業
誘
致
は
中
止
す

べ
き
で
す
。

地
方
自
治
体
の
任
務
は
、

住
民
の
安
全
を
守
り
、

福
祉
、教
育
の
充
実
で
す

こ
の
周
辺
に
は
、公
立
阿
伎
留
医

療
セ
ン
タ
ー
・都
立
あ
き
る
野
学
園

養
護
学
校
・西
多
摩
養
育
支
援
セ
ン

タ
ー
・西
中
学
校
。日
の
出
福
祉
園

等
が
あ
り
ま
す
。

平
成
十
二
年
に
策
定
さ
れ
た
「あ

き
る
野
市
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
」
で
も
、
フ」
の
地
域
を
教
育
・医

療
施
設
用
地
と
位
置
づ
け
て
い
ま
す
。

こ
こ
は
産
業
系
企
業
の
誘
致
で

は
な
く
、
ア」
の
計
画
通
り
、福
祉
・医

療
・教
育
の
拠
点
地
域
に
す
べ
き
で

す
。
ア」
れ
か
ら
の
社
会
で
は
、
そ
う

し
た
施
設
の
需
要
が
多
く
な
り
、雇

用
を
生
み
出
す
可
能
性
も
十
分
あ
り

ま
す
。
ア」
れ
こ
そ
地
方
自
治
体
の
仕

事
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
（お
わ
り
）

太
宰
治
の
著
作
は
多
く
を
占
め
て

い
た
▼
太
宰
が
直
接
私
に
話
し
か

け
て
く
る
よ
う
な
文
筆
、
そ
れ
が

私
自
身
の
弱
い
点
と
共
通
す
る
よ

う
な
語
り
か
け
、
誰
し
も
こ
れ
に

は
引
き
つ
け
ら
れ
る
。当
時
、多
く

の
若
者
が
太
宰
治
フ
ァ
ン
に
な
つ

た
の
は
肯
け
る
▼
津
軽
の
大
金
持

ち
の
家
に
育
ち
、
貧
者
に
対
し
罪

の
意
識
を
持
ち
、
一
時
、
日
本
共
産

党
に
物
心
両
面
の
協
力
を
し
た
が

長
く
続
か
な
か
っ
た
▼
戦
中
、
多

く
の
作
家
が
戦
争
に
協
力
さ
せ
ら

れ
る
状
況
の
な
か
、
太
宰
は
協
力

せ
ず
、独
自
に
「走
れ
メ
ロ
ス
Ｌ
新

釈
日
本
諸
国
噺
Ｌ
お
伽
草
紙
」
な

ど
の
傑
作
を
残
し
た
と
言
わ
れ
て

い
た
。
そ
の
太
宰
が
戦
後
間
も
な

い
頃
、
愛
し
て
も
い
な
い
と
思
わ

れ
る
女
性
と
、
〓
一鷹
の
玉
川
上
水

に
身
を
投
じ
た
▼
先
日
「赤
旗
」文

化
欄
に
登
場
し
た
太
宰
の
子
、
太

田
治
子
に
よ
っ
て
新
事
実
が
知
ら

さ
れ
た
。
「太
宰
は
戦
中
、
天
皇
賛

美
の
文
章
を
残
し
て
い
た
。
彼
の

自
死
の
要
因
の
一
つ
に
あ
る
の
で

は
Ｌ
気
の
小
さ
い
欠
点
だ
ら
け
の

父
だ
か
ら
」
と
▼
私
は
長
年
の
疑

間
が
氷
解
し
た
。
し
ん
ぶ
ん
「赤
旗
」

は
凄
い
新
聞
。
　
　
　
　
（松
）

| あわてて洗われ…。

:  理想的じゃないけど、
1 まぁなんとかやれてます。

: 言言属菫[先Fも
のか

」          (09.11.22)

逼目陥けtは8550-6674



2009年 11月 22日

■

“ I二 り3夢募5,千

鳩L ■

雪盤驚墓婆星動が
市覆所で

EI金彗倉言軍輩慧電話言導軍

要
請
側
は
社
保
協
、健
康
友
の
会
、新

婦
人
、原
水
協
、循
環
バ
ス
を
走
ら
せ
る

△〓
、年
金
者
組
合
の
各
団
体
と
山
根
議

員
の
１４
名
。市
側
の
出
席
は
、
１２
名
。

市
側
の
回
答
は
、
「る
の
パ
ス
の
増
発

は
財
政
難
と
バ
ス
更
新
を
控
え
、
検
討

委
の
結
論
を
待
ち
た
い
」
と
い
う
も
の
。

新
婦
人
か
ら
ヒ
プ
ワ
ク
チ
ン
接
種

の
補
助
、
学
童
保
育
所
の
増
設
や
待
機

児
の
解
決
、
市
民
憲
章
の
精
神
で
公
民

館
・体
育
館
使
用
料
の
受
益
者
負
担
の

発
想
か
ら
脱
却
し
て
欲
し
い
と
要
望
。

原
水
協
か
ら
昨
年
六
月
の
原
水
禁
総

会
決
議
に
よ
る
国
連
へ
提
出
す
る
署

名
を
市
長
は
断
っ
た
事
に
抗
議
。

あ
き
る
野
市
の
現
実
を
痛
感
し
ま

し
た
。

（年
金
者
組
合
西
多
摩
支
部
　
西
川
昇
）

絵
手
紙
／
瀬
川
和
子
さ
ん
・牛
沼
在
住

六年前から行つており今回は、

十七年目の要請行動です。今年

は、全都の高齢者要請申入書と

あきる野市独自の要請書を事前

に提出。市側と話し合いました。

竃鳳ニ               ユ禽fX塩

『
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緩
で

共催 日本共産党五日市支部 五日市日本共産党後援会

秋晴れの代々木公園には全国から三万 挨拶は会場を圧し、場内から連帯の大き
五千人もが参加。西多摩からは三十数名 な拍手が起こりました。
が参加しました。「闘つてこそ政治を変え、  集会後、渋谷コースをシュプレヒコー
願いを実現できる」という志位委員長の ルを唱和しながら一時間余行進しました。

や

っ
ば
り
ね
頭
上
が
ら
ぬ
ア
メ
リ
カ
に

得
寺
に
鵜
が
縫
び
だ
０
た
民
主
船

喜
寿
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
妙
喘
知
る
　
松
籟
坊

細
メ
ー
ル
漏
ｎ
た
菫
び
君
知
る
や
　
松
籟
坊

Q製鉾?電:計演1ヒ

盆
（季凩
仄
判
難
躙
輔
（る
り
子
）

露
の
世
の
指
ほ
ど
小
さ
き
地
蔵
尊
　
　
露
の
世
や
母
の
教
へ
を
子
に
伝

ヘ

（
つ
や
）
　

つま
　
　
　
　
　
　
　
　
（淑
子
）

ラ
ン
ド
セ
ル
揺
ら
し
て
蹴
り
ぬ
柿
落
葉
　
　
夫
帰
る
つ
る
べ
落
し
の
夕
支
度

（勝
代
）
　
　
　
　
　
　
　
も
　

　

（和
恵
）

老
い
て
な
ほ
田
に
生
き
か
ば
ち
ゃ
売
つ
て
を
り
　
　
ま
い
ま
い
ず
井
戸
守
る
里
の
秋
気
満
つ

（照
代
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（か
ほ
る
）

竹
の
葉
の
先
に
小
さ
き
露
の
玉
　
　
　
荒
海
に
薄
き
冬
日
の
き
ら
め
き
ぬ

（静
子
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（秀
治
）
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□史図訪 ⑩ 地名考・余談②

地
名
考
に
関
連
し
「新
編
武
蔵

風
土
記
稿
」
や
「秋
川
市
史
」、
そ

の
他
国
語
辞
典
な
ど
を
参
考
に
し

て
い
ま
す
が
、
「秋
川
市
史
」
の
中

に
「萩
原
家
文
書
で
は
」
と
い
う
古

文
書
の
引
用
が
度
々
で
て
き
ま
す
。

私
は
「萩
原
家
文
書
」
の
所
在
地
も

知
ら
ず
如
何
な
る
家
系
か
も
分
か

ら
ず
に
参
考
に
し
て
い
ま
し
た
が
、

五
日
市
郷
土
館
で
所
在
を
確
か
め

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
所
在
地

は
五
日
市
の
上
町
バ
ス
停
の
近
く

で
、
今
で
も
子
孫
の
方
が
い
ら
っ

し
や
る
様
子
で
す
。

江
戸
期
・延
享
年
間
２

七
四
〇
）
に
薬
種
屋
を
創
業
し
た
と
さ

れ
て
い
ま
す
が
、古
文
書
の
一
番
古
い
史
料
に
文
永
年
間
盆

一
一六

〇
前
後
）
の
戸
口
調
査
一
件
が
あ
り
ま
す
の
で
、薬
種
屋
創
業
よ
り

五
〇
〇
年
も
前
の
鎌
倉
期
か
ら
続
い
て
い
る
家
系
な
の
か
、
又
は

後
代
に
な
っ
て
古
文
書
を
史
料
と
し
て
手
に
入
れ
た
も
の
と
推
測

し
ま
す
が
、確
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

旗
本
中
山
氏
が
残
し
た
御
料
地
に
在
住
の
有
力
百
姓
六
軒
が
所

属
し
た
と
い
い
ま
す
。
一
般
に
御
料
と
い
う
と
皇
族
の
直
轄
を
意

味
し
ま
す
が
、
フ」
の
場
合
は
幕
府
直
轄
と
解
釈
し
て
い
ま
す
。
フ」
の

百
姓
六
軒
が
、後
に
代
々
名
主
や
年
寄
を
務
め
て
き
た
と
い
い
ま

す
。
フ」
の
内
の
一
軒
が
萩
原
家
で
あ
り
、残
さ
れ
て
い
る
古
文
書
が

郷
土
史
に
と
っ
て
貴
重
な
文
献
に
な
っ
て
い
る
わ
け
で
す
。古
文

書
の
総
数
は
一
〇
七
三
点
と
い
う
膨
大
な
数
を
残
し
て
い
ま
す
。

（続
く
）
　

草
花
・木
崎
秀
治
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